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オンラインマニュアル

このたびは、JukeDoX2（ジュークドックス2）をお買い上げいただき、ありがとう　　ございます。
このマニュアルには、製品をお使いいただく上での注意事項や、重要な情報が　
記載されておりますので、よくお読みください。
特に「安全上のご注意」は、ご使用前に必ずお読みください。
お読みになった後は、インストールメディア等と併せて大切に保管してください。
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[bookmark: _Toc294852205]第1章　安全上のご注意
ご使用の前に、「安全上のご注意」をよくお読みいただき、正しくお使いください。
また、お読みになったあとは、必要なときにご覧になれるよう大切に保管してください。
ここに示した説明事項は、お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するための内容を記載していますので、必ずお守りください。
JukeDoX2およびヘルプの作成には細心の注意を払っておりますが、万一、ソフトウェアの欠陥あるいはヘルプの誤りによってお客様が被った損害について、弊社、販売店、および関係する団体および個人は、一切の責任を負わないものとします。
	
[image: toriat4]
	注意

	コンピュータの音声ボリュームは適音でご使用ください。
また、ヘッドホン等を利用される場合、大きな音量で長時間ご使用になられますと耳に悪い影響を及ぼす恐れがございます。

	アプリケーションの構造等により、すべての情報を読み上げることができない、あるいは正確に読み上げない場合がございます。



[bookmark: _Toc294852206]第2章　ご利用になる前に
[bookmark: _Toc294852207]1. はじめに
本マニュアルは、JukeDoX2の機能や操作方法について、より詳細に紹介するものです。
JukeDoX2のメニューバーから参照できるほか、株式会社スカイフィッシュ(以下、弊社)のWebサイトから最新版をダウンロードすることができます。

[bookmark: OLE_LINK1]ダウンロードURL : http://www.skyfish.co.jp/jukedox/ 

なお、本マニュアルを含めたJukeDoX2のすべてのマニュアルは、Windowsならびに　　　読み上げ対象となるアプリケーションの基本操作をご理解いただいているものとして　　　記載しております。



[bookmark: _Toc294852208]2. パッケージ内の同梱物について
JukeDoX2のパッケージ内に、下記の内容が同梱されていますので不足や不良がないかご確認ください。
	JukeDoX2インストールメディア
	1枚

	JukeDoX2インストールマニュアル
	1冊


同梱物に不足や不良がある場合には、JukeDoX2を購入された販売店にお問い合わせください。

[bookmark: _Toc294852209]3. ユーザー認証について
インストール後、JukeDoX2を継続してご使用になるには、ユーザー認証が必要になります。30日以内にユーザー認証を行ないませんと、下記の機能制限がかかりますのでご注意ください。
・設定した内容がインストール直後の状態に戻ります。
・すべての設定の変更ができなくなります。
JukeDoX2の全機能を快適にお使いいただくために、早めのユーザー認証をお願いいたします。詳しくは、本マニュアルの「第3章インストール方法について」の「手順6.ユーザー認証について」をご覧ください。

[bookmark: _Toc294852210]4. 本アプリケーションのサポートについて
本アプリケーションのサポートにつきましては、JukeDoX2を購入された販売店にお問い合わせください。なお、サポート範囲は本アプリケーションの仕様ならびに操作に限らせていただき、サポート対象者は、購入された方のみとさせていただきます。
ハードウェアを含めたパソコン本体に関する事、Windowsならびに読み上げ対象のアプリケーションに関する事はサポートの範囲外とさせていただきますのでご了承ください。
なお、サポートのお問い合わせをされる前に弊社ホームページ(http://www.skyfish.co.jp)をご確認ください。FAQ集を多数ご紹介しています。

[bookmark: _Toc294852211]5. 保証について
(1)本アプリケーションの内容がインストールメディアに正しく記録されていなかった場合、購入日を含め30日以内にインストールメディアを弊社にご返送いただくことにより、無償で代替品をお送りいたします。
送料は弊社にて負担いたします。
(2) (1)の保証期間中、お客様の過失および故意による損傷や紛失の場合は適用されません。
(3)本アプリケーションに関する弊社の保証は、以上のみに限定いたします。

[bookmark: _Toc294852212]6. お客様の個人情報の取り扱いについて（プライバシーポリシー）
弊社では、お客様から得た個人情報を使用目的の範囲内で使用させていただきます。
・アプリケーションのバージョンアップや製品情報をメールやダイレクトメールでお知らせする場合
・サポートやお問い合わせで、お客様の本人確認を行なう場合
・バージョンアップしたアプリケーション等をお客様に送付する場合
・お客様から機能の要望をいただいた際、アプリケーション機能向上等の検討を行なう場合
・アプリケーションの不正使用や不当な目的で利用する方をお断りする場合

お客様からお問い合わせいただいた情報をメールやWeb等で一般公開させていただく場合がございますが、それらの情報からお客様個人を特定できるような内容を公開することは一切ございません。

[bookmark: _Toc294852213]7. その他
JukeDoX2の著作権者は株式会社スカイフィッシュです。
本アプリケーションおよび関連するマニュアル類は、日本国および国際条約による著作権法によって保護されています。本アプリケーションを不正に使用またはコピーする個人および団体は、法律によって罰せられます。本アプリケーションの著作権者および販売者は、不正に使用またはコピーする個人または団体に対して、法的な手段に訴えることがあります。
JukeDoX2個人向けパッケージ（Standard版、Expert版）の音声データは、非商用でのみご利用ください。
商用利用を検討される場合には、弊社にご相談ください。
なお、法人向けパッケージにおきましては、別途使用許諾契約書に記載条件の範囲で音声データの使用が可能です。
JukeDoX2本体、同梱物、ならびに各種マニュアルは改良のため予告なしに変更する場合がございます。変更を行なった場合には、弊社ホームページ上に公開いたします。
[bookmark: _Toc294852214][bookmark: _Toc142288580]第3章　インストール方法について
[bookmark: _Toc294852215]1. はじめに
ここでは、JukeDoX2のインストールやアンインストール、および起動・終了の方法について説明いたします。

[bookmark: _Toc294852216]2. JukeDoX2を使用する際に必要な動作環境について
JukeDoX2をインストールするパソコンが、下記の条件を満たしているかをご確認ください。
	パソコン本体
	日本語Windows7®(64bit/32bit) /Windows®Vista™
※Windows®XPは対象外となります

	CPU、搭載メモリ
	本製品のパッケージ側面に記載されている動作要件を参照　※1

	HDD
	本製品のパッケージ側面に記載されている動作要件を参照　※1

	その他
	WAVE出力が可能なサウンド機能を有していること

	
	CD/DVDドライブを有していること


※1インストールされているOSや他にインストールされているアプリケーションにより、さらに高い性能のハードウェアが必要になる場合がございます。それぞれのアプリケーションの必要動作環境をご確認ください。

[bookmark: _Toc294852217]3. インストールの前に
インストールを実行する前に、パソコン上で起動している他のアプリケーションを終了してください。インストールメディアをCD/DVDドライブにセットしますと、インストールプログラムが自動的に起動します。パソコンによっては、自動起動が無効の設定になっている場合があります。その場合は、(マイ)コンピュータからCD/DVDドライブを開き、 ファイルのリストビュー内に表示されている「install.exe」を実行してください。
なお、インストールを開始しますとセキュリティ関連のダイアログが表示される場合がありますので、下記の方法にて行なってください。

【重要】
「ポーン」という警告音と共に、ユーザーアカウント制御のダイアログが開き、「キャンセル」と「許可」の　ボタンが表示される場合があります。
以下の内容を参考に操作を行なってください。
手順1.Tabキーを押して、「はい」もしくは「許可」のボタンにフォーカスを移動します。
手順2.Enterキーを押し、インストールを続行してください。

[bookmark: _Toc294852218]4. JukeDoX2のインストール手順
手順1. インストール選択画面の表示
インストールメディアをCD/DVDドライブに入れてください。
※ユーザーアカウント制御のダイアログが開きますので、「3.インストールの前に」の内容を参考にしてください。
パソコンの画面中央にインストール選択画面が開きます。
[image: ]


手順2. JukeDoX2セットアップウィザードの開始
「JukeDoX2をインストール(J)」のボタンを押すと、JukeDoX2セットアップウィザードが開きますので、そのままEnterキーを押して、使用許諾契約書の同意画面へ進んでください。
[image: ]
手順3. 使用許諾契約書の同意
使用許諾契約書の文面が表示されますので、同意する場合には、Altキーを押しながら　　Aキーを押し、「同意する」のラジオボタンを選択し、Enterキーを押してください。
同意されない場合には、インストールをすることができません。

手順4. インストールの開始
インストールが開始されます。そのまましばらくお待ちください。
.NET Framework4がインストールされていない場合やPCの性能によっては、インストールに時間がかかる場合があります。
手順5. JukeDoX2のインストール終了
セットアップウィザードの完了画面が表示されましたら、Enterキーを押してください。JukeDoX2のセットアップウィザードが閉じた後に、JukeDoX2が自動的に起動します。

手順6. ユーザー認証
インストール後、JukeDoX2を継続してご使用になるには、ユーザー認証が必要になります。30日以内にユーザー認証を行ないませんと、機能制限として設定した内容がインストール直後の状態に戻り、すべての設定変更ができなくなります。JukeDoX2の全機能を快適にお使いいただくために、早めのユーザー認証をお願いいたします。
ユーザー認証は、JukeDoX2のメニューバーにあるヘルプメニューから「ユーザー認証」を選択することにより行うことができます。

手順7. Microsoft Speech Platformのインストール
[bookmark: _GoBack]JukeDoX2には、外国語音声として、Microsoft Speech Platform(以下、MSP)が同梱されています。
MSPは外国語の読み上げを行う場合に必要となりますので、必ずインストールを行なってください。
MSPの使用に関するライセンス条項は、以下の内容をご参照下さい。
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=187250&clcid=0x409
インストール選択画面の「外国語音声をインストール(M)」のボタンを押すと、外国語音声のインストールが始まります。
PCの性能によっては、インストールに時間がかかる場合があります。
MSPのインストールが完了しますと、JukeDoX2のインストールは完了となります。
[image: ]

[bookmark: _Toc294852219]5. JukeDoX2のアンインストール手順
アンインストールは、下記の方法で行うことができます。
・「コントロールパネル」から、「プログラムの追加と削除」を開いて、「JukeDoX2」を選択・実行しますと、「アンインストールの確認ダイアログ」が表示されます。
アンインストールを行なう場合には、「はい」のボタンを押してください。

[bookmark: _Toc294852220]6. インストールメディアに同梱しているソフトウェアについて
JukeDoX2のインストールメディアには、JukeDoX2の他に、Foxit Readerが同梱されていますので、お客様の必要に応じてインストールを行なってください。
Foxit Readerとは
Foxit Readerは、コンパクト、高速、そして、機能が充実した PDF ビューワーです。


[bookmark: _Toc294852221]第4章　JukeDoX2の基本操作
[bookmark: _Toc294852222]1. JukeDoX2の起動・終了
ここでは、JukeDoX2の起動および終了の方法について説明します。

●JukeDoX2を起動するには
JukeDoX2を起動する場合には、「スタート」-「(すての)プログラム」-「Skyfish」-「JukeDoX2」-「JukeDoX2」を実行するか、デスクトップ上のアイコンから実行してください。
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●JukeDoX2を終了するには
下記の3通りの方法があります。
方法1：JukeDoX2のメイン画面右上の閉じるボタンを押してください。
方法2：JukeDoX2がアクティブな状態でAlt + F4キーを押してください。
方法3：Altキーを押し、「ファイル」-「終了」を選択してください。
以上の操作を行いますと、JukeDoX2が終了します。

[bookmark: _Toc294852223]2. JukeDoX2の画面について
ここでは、ディスプレイ上に表示されるJukeDoX2の画面について説明します。

A：最小化/最大化（元のサイズに戻す）/閉じるボタン
最小化のボタン
JukeDoX2の画面を最小化します。
最大化のボタン
JukeDoX2の画面を最大化します。
最大表示時は元のサイズに戻します。
閉じるのボタン
JukeDoX2を終了します。

B：タブエリア
メインのタブ
プレイリスト、チャプターリストが表示されます。
JukeDoX2に読み込んだファイルを確認することができます。

音声のタブ
JukeDoX2が読み上げる音声に関する設定を行います。
詳細な設定方法、内容は「●音声に関する設定」にてご確認下さい。

設定のタブ
JukeDoX2の画面表示、録音、BGMに関する設定を行います。
詳細な設定方法、内容は「●画面表示に関する設定」にてご確認下さい。

C：コントロールエリア
JukeDoX2で読み上げを行う際、再生、停止などの各操作をコントロールします。
詳細な操作方法、内容は「コントロールエリアにあるボタンで操作」にてご確認下さい。

D：テキスト/画像表示エリア
読み上げを行う文章、文中の画像を表示します。

[bookmark: _Toc294852224]3. 文書ファイルをJukeDoX2のプレイリストに追加する
ここでは、JukeDoX2のプレイリストにお好みの文書ファイルを追加する方法について説明します。
文書ファイルをプレイリストに追加する場合、次の2つの方法があります。
メニューバーからファイル/フォルダを指定して追加する。
1．Altキーを押すと、JukeDoX2のメニューバーが表示されます。
2．バーの一番左側にある「ファイル(F)」の中の「ファイルを追加(A)」を選択します。
3．「ファイルを開く」ダイアログボックスが開きます。
4．追加したい文書ファイルを選択し、「開く(O)」ボタンを押します。
ドラッグ&ドロップで追加する
1．追加したい文書ファイルやフォルダを、JukeDoX2のメイン画面にドラッグ&ドロップします。
2．読込中のダイアログが表示され、ドラッグ&ドロップしたファイルがプレイリストに追加されます。

[bookmark: _Toc294852225]4. プレイリストのファイルを再生する
ここでは、プレイリストにあるファイルを再生（文書を音声読み上げ）する方法について説明します。
プレイリストにあるファイルの再生
JukeDoX2のプレイリストに表示されているファイルの再生は、3つの方法で操作することができます。
コントロールエリアにあるボタンで操作
JukeDoX2メイン画面上に配置されているコントロールエリアのボタンから再生に関する一連の操作を行うことができます。
[image: ]
A：再生状況表示バー
　再生中のファイルについて、どこまで読み上げたかを表示します。

B：再生時間
　現在再生中のファイルの再生時間を表示します。

C：『前のファイル』ボタン
　再生中、もしくは選択されているファイルの1つ前のファイルにフォーカスを移します。

D：『前のチャプター』ボタン
　読み込まれているファイルにチャプターが存在する場合、選択されているチャプターの1つ前のチャプターにフォーカスを移します。

E：『停止』ボタン
　ファイルを再生中、停止します。

F：『再生/一時停止』ボタン
　選択されているファイルの再生を開始します。
再生中は一時停止を行うボタンとなり、押すと一時停止され、もう一度押すと再開します。

G：『録音』ボタン
　現在プレイリスト上でフォーカスが当たっているファイルを録音します。

H：『次のチャプター』ボタン
　読み込まれているファイルにチャプターが存在する場合、選択されているチャプターの1つ先のチャプターにフォーカスを移します。

I：『次のファイル』ボタン
　再生中、もしくは選択されているファイルの1つ先のファイルにフォーカスを移します。

J：ステータス表示エリア
　現在読み上げを行なっている音声の情報を表示します。
読み上げている音声の言語、速度、音量を表示します。

K：『速度』設定つまみ
　現在選択されている音声の速度を設定します。

L：『音量』設定つまみ
　現在選択されている音声の音量を設定します。

メニューバーの項目から操作
JukeDoX2のメイン画面上でAltキーを押すと表示されるメニューバーの『操作(C)』の項目から再生に関する操作を行うことができます。
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・再生(P)
　サブメニューから『再生(P)』、『停止(S)』、『前のファイル(B)』、『次のファイル(N)』、『前の見出し(M)』、『次の見出し(T)』を選択し、各操作を行うことができます。

・録音(S)
　サブメニューから『ファイル録音(F)』、『見出し録音(P)』、『セル録音(C)』、『区切り録音(S)』を選択し、録音操作を行うことができます。

・編集(E)
　プレイリスト上で選択されている文章の編集を行うことができます。

ショートカットキーで操作
再生操作について、ショートカットキーを用意しています。
・再生・一時停止：Ctrl + Pキー
・ファイルの再生を停止：Ctrl + Sキー
※JukeDoX2ではその他にも様々なショートカットキーを用意しています。
　詳しくは第5章　ショートカットキー一覧にてご確認下さい。

[bookmark: _Toc294852226]5. プレイリストのファイルを編集する
ここでは、プレイリストにあるファイルの内容を変更する方法について説明します。
JukeDoX2で読み込ませた文章を編集する場合、以下の4通りの方法があります。
・画面右上の「編集」ボタンを押す。
・プレイリストにある編集したいファイルのコンテキストメニューから、「テキスト編集」項目を選択する。
・チャプターリストにある編集したいチャプターのコンテキストメニューから、「編集」項目を選択する。
・メニューバーから「操作(C)」-「編集(E)」を選択する。

編集画面について（Expert版）
[image: ]
JukeDoX2 Expert版では、以下のタグを使用して、読み上げ方に変化をつけることができます。

編集画面について（Standard版）
JukeDoX2 Standard版では、以下の画面にて文章の編集を行うことができます。
[image: ]
[bookmark: _Toc294852227]6. プレイリストのファイルを録音する
ここでは、プレイリストにあるファイルの内容を録音する方法について説明します。

ファイル録音
JukeDoX2のプレイリストに表示されているファイルを選択し、録音します。
「設定」のタブで「見出しごとに分割して録音する(P)」が設定されている場合、自動的に見出しごとに別のファイルに分けて保存されます。
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チャプター録音
JukeDoX2に読み込まれているファイルで、見出しが設定されているファイルの場合、チャプターリストに表示されますので、チャプター単位で録音することができます。
チャプターリスト上で録音したいチャプターにチェックを入れ、録音ボタンを押すと、選択されたチャプターが録音されます。
[image: ]
セル録音
Excelのファイルを録音する際、セル単位で録音することができます。

区切り録音
区切り録音では、特定の記号ごとに文章を区切って録音します。
「改行」「読点(、)」「句点(。)」「カンマ(,)」「ピリオド(.)」「その他(任意に指定が可能)」の中から設定し、録音を行います。

[bookmark: _Toc294852228]7. 各種設定
ここでは、JukeDoX2に関する各種設定内容について説明します。

●音声に関する設定
ここでは、『音声』のタブにて設定可能な内容を説明します。
標準音声（FineSpeech）
音声設定
・速度(S)：読み上げる音声の速さを20段階で調節することができます。
　1がゆっくりで、20が速い読み上げになります。

・高さ(P)：読み上げる音声の高さを5段階で調節することができます。
　1が低く、5が高い声になります。

・抑揚(I)：読み上げる音声のイントネーションを4段階で調節することができます。
　最も低く設定すると、ロボット（機械）的な読み上げになります。
　最も高く設定すると、抑揚を強く付けた読み上げになります。

・音量(V)：読み上げる音声の音量を11段階で調節することができます。
　0はミュート状態となり、10で最大となります。

声質設定
・種類(T)：　「たかし」、「けいこ」、「けいこ(喜び)」、「けいこ(怒り)」、「けいこ(悲しい)」、「けいこ(冷たい)」、「こども」、「ゆき」の8種類から選ぶことができます。
　初期状態では「ゆき」（Expert版）、「たかし」（Standard版）が設定されています。

・音質(R)：　「リッチ」、「ノーマル」、「ライト」の3種類から選ぶことができます。

記号の読み上げを行う(K)
文章中の記号を読み上げるかどうかの設定を行うことができます。
半角英数の文章をSAPI音声で読み上げる(C)
日本語と外国語が混在した文章において、自動的に読み分けることができます。
※それぞれの言語への切り替えは、読み上げる文章の文節ごとに判別しているため、単語ごとには切り替わりませんのでご注意下さい。

SAPI音声
・種類(Y)：お使いのパソコンにインストールされているSAPI音声が表示され、読み上げる音声として選択することができます。

・速度(E)：-10～10までの21段階で調節することができます。
　初期状態では0に設定されています。

・高さ(H)：0～4までの5段階で調節することができます。

・音量(B)：0～100の101段階で調節することができます。
　0はミュート状態となります。

文章のロケール情報から音声を自動選択する。
JukeDoX2に読み込んだ文章のロケール情報を取得し、指定された言語に自動的に音声を切り替え、読み上げを行うことができます。
チェックが入っている場合、当機能は有効となり、入っていない状態で無効となります。

『保存』のボタン
『音声』のタブにて設定した内容を適用して、読み上げに反映させます。

『キャンセル』のボタン
『音声』のタブの設定内容を、『保存』ボタン押下時点に戻します。

『初期設定に戻す』のボタン
『音声』のタブの設定内容を、インストール直後の状態に戻します。

●画面表示に関する設定
ここでは、『設定』のタブにて設定可能な画面表示に関する設定内容を説明します。
画像エリアを表示しない(I)
JukeDoX2の画面右側の下の方に配置されている画像表示のための部分を表示しないようにします。
チェックが入っている状態で非表示。入っていない状態で表示します。

テキスト画面にタグを表示する(T)
JukeDoX2に読み込んだ文章を表示する際、JukeDoX2独自のタグをテキスト画面に表示するようにします。
チェックが入っている状態で表示。入っていない状態で非表示になります。

メイン画面の背景色(B)
「デフォルト」、「黒」、「ガンメタ」、「白」、「黄色」、「青」、「赤」、「緑」、「水色」、「ピンク」、「灰色」の11色から選ぶことができます。

読み上げ位置強調表示色(H)
「黒」、「白」、「黄色」、「青」、「赤」、「緑」、「水色」、「ピンク」、「灰色」の9色から選ぶことができます。
初期状態では「黄色」に設定されています。

テキスト画面の背景色(C)
「黒」、「白」、「黄色」、「青」、「赤」、「緑」、「水色」、「ピンク」、「灰色」の9色から選ぶことができます。
初期状態では「白」に設定されています。

テキスト画面の文字色(M)
「黒」、「白」、「黄色」、「青」、「赤」、「緑」、「水色」、「ピンク」、「灰色」の9色から選ぶことができます。
初期状態では「黒」に設定されています。

テキスト表示倍率(T)
テキストエリアに表示する文字の大きさを、1倍～100倍の間で調節することができます。
初期状態では「1倍」に設定されています。

画像表示倍率(P)
画像表示エリアに表示する画像の大きさを、25%～400%の間で調節することができます。
初期状態では「100%」に設定されています。

●録音に関する設定
ここでは、『設定』のタブにて設定可能な録音に関する設定内容を説明します。
全般設定
・見出しごとに分割して録音する(P)
JukeDoX2に読み込んだ文書ファイルを読み上げる際、見出しが設定されていれば、見出しごとに別ファイルとして録音を行います。
チェックが入っている状態で見出しごとに分割録音を行い、入っていない状態でファイルごとの録音を行います。

音質設定
・規定の保存形式(F)
「WAV」、「WMA」から選択することができます。

・音質（WMAの場合）
それぞれのファイル形式ごとに。音質を変更することができます。

BGM設定
JukeDoX2に読み込んだ文書ファイルを再生時、設定したBGMを流すことができます。
・音楽ファイル名表示エディット
　BGMとして使用する音楽ファイルの名前が表示されます。

・参照ボタン
　パソコンの中からBGMとして使用する音楽ファイルを選択する画面を開きます。

・音量(V)：BGMとして再生する音楽ファイルの音量を設定します。
0～100の101段階で調節することができます。初期状態では50に設定されています。

・『削除』のボタン
　BGMとして選択した音楽ファイルを、設定からはずします。
　※パソコン上からは削除されません。

・『テスト再生』のボタン
　BGMとして選択した音楽ファイルのテスト再生をします。
　1度押すと再生が始まり、もう1度押すと停止します。

『保存』のボタン
『設定』のタブにて設定した内容を適用して、録音に反映させます。

『キャンセル』のボタン
『設定』のタブの設定内容を、『保存』ボタン押下時点に戻します。

『初期設定に戻す』のボタン
『設定』のタブの設定内容を、インストール直後の状態に戻します。

●ユーザー辞書について
ここでは、ユーザー辞書について説明します。

[ユーザー辞書画面]
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Ａ：登録語句一覧
　　辞書に登録されている語句、読みが一覧となって表示されます。
Ｂ：語句検索エリア
　　ユーザー辞書に登録されている語句、読みの検索を行います。
Ｃ：辞書選択エリア
　　標準音声の辞書、ＳＡＰＩ音声の辞書を切り替えます。
Ｄ：機能一覧
　　ユーザー辞書の各種操作を行います。
追加ボタン
　　ユーザー辞書に追加する語句の編集画面を開きます。
編集ボタン
　　ユーザー辞書にある語句の編集画面を開きます。
削除ボタン
　　登録語句一覧上で選択されている語句を削除します。
インポートボタン
　　エクスポートされたユーザー辞書のデータをインポートします。
　　JukeDoX V1でエクスポートしたデータもインポートすることができます。
エクスポートボタン
　　ユーザー辞書に登録されているデータをエクスポートします。
Ｅ：テスト再生ボタン
　　語句一覧の中で、選択されている語句のテスト再生を行います。
Ｆ：保存ボタン
　　ユーザー辞書の変更内容を保存します。
Ｇ：閉じるボタン
　　ユーザー辞書の編集を終了します。

[ユーザー辞書語句登録画面]
[image: M:\Skyfish\JukeDoX2_SS\UserDicEdit_1.png]
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Ａ：選択音声
　　編集したいユーザー辞書の音声種別が表示されます。
Ｂ：語句(W)
　　登録語句を指定します。
Ｃ：読み(R)
　　登録語句の読みを指定します。
Ｄ：品詞(V)
　　品詞の指定を行います。
Ｅ：イントネーション設定(I)
　　イントネーションの設定を行います。
Ｆ：テスト再生ボタン
　　表示されている語句のテスト再生を行います。
Ｇ：OKボタン
　　ユーザー辞書の変更内容を保存します。
Ｈ：キャンセルボタン
　　ユーザー辞書の編集を終了します。

語句の登録について
[標準音声の場合]
まず、ユーザー辞書画面の右側に表示されているエリアにおいて、「言語選択」のコンボボックスで「標準音声(日本語)」が選択されていることを確認します。
正しく選択されていることを確認後、「追加」のボタンを押して「ユーザー辞書編集」の画面を開きます。
ユーザー辞書編集の画面が表示されますので、登録したい語句(Ｗ)、読み(Ｒ)を入力してください。
「読み」は、全角カタカナ文字で入力してください。
「読み」を入力しますと、アクセント調整エリアにアクセント調整用のグラフが表示されますので、画面上、読みの文字の上部に位置するポイントをクリックすることにより、設定を行うことができます。
編集が完了したら、「OK」のボタンを押してください。
以上の操作により、語句は編集されます。
なお、イントネーション設定エリアで設定可能なイントネーションの上げ下げは、「読み」を入力するエディット上で「’」(全角クォーテーション)、｢＿｣(全角アンダーバー)を直接入力することにより、同様の効果を持たせることができます。
「’」がイントネーションを下げ、「＿」が下げたイントネーションを戻す意味を持ちます。
※テキスト画面から「ユーザー辞書に追加」を選択した場合、語句の欄には選択した範囲
の語句が入力された状態で表示されます。
※入力する単語によっては、品詞の設定により、登録ができない場合がありますので、ご注意下さい。

[SAPI音声の場合]
まず、ユーザー辞書画面の右側に表示されているエリアにおいて、「言語選択」のコンボボックスで、編集したい言語の辞書を選択します。
次に、「追加」のボタンを押して「ユーザー辞書編集」の画面を開きます。
ユーザー辞書編集の画面が表示されますので、登録したい語句(Ｗ)、読み(Ｒ)を入力し、「OK」を押します。
「読み」は、カタカナではなく、読みあげたい語句をそのまま入力してください。
登録した語句を読み上げる際、内容を置き換える形で読み上げられます。
(例)「JukeDoX」⇒「JukeDocs」と登録：ジュークドックスと読み上げが行われます。

語句の編集について
既にユーザー辞書に登録されている語句の編集をしたい場合、登録語句一覧の画面で編集したい語句を選択し、ユーザー辞書画面右端にある「編集」のボタンを押します。
ユーザー辞書編集画面が表示されますので、編集したい箇所を編集し、「OK」を押してください。
以上の操作により、語句は編集されます。

語句の削除について
ユーザー辞書に登録されている語句で、削除したいものがある場合、削除したい語句を選び、ユーザー辞書画面右端にある「削除」ボタンを押してください。削除したい語句が一覧から削除されます。

ユーザー辞書のインポート/エクスポート
JukeDoX2では、ユーザー辞書に登録した語句の情報をtxtファイルとして、保存・読込を行うことができます。
・エクスポートの方法：
ユーザー辞書画面右端にある「エクスポート」を押します。
「名前を付けて保存」の画面が表示されますので、保存先を選択し、ファイル名を入力して「保存(Ｓ)」を押してください。
以上の操作により、エクスポートが完了します。
・インポートの方法：
ユーザー辞書画面右端にある「インポート」を押します。
「ファイルを開く」が表示されますので、インポートしたいファイルを選択して、「開く(Ｏ)」を押してください。
以上の操作により、インポートが完了します。

ユーザー辞書の終了
ユーザー辞書を終了する場合、ユーザー辞書画面右側の「保存」ボタンを押してから「閉じる」のボタンを押してください。次回JukeDoX2を起動した際、そのままの設定でお使いいただけます。
保存しないで終了しますと、設定は保存されませんので、今回設定した内容は消えてしまいます。次回起動しますと、前に保存した設定で起動されますので、ご注意ください。

[bookmark: _Toc294852229]8. メニューバーについて
ここでは、JukeDoX2のメニューバーの使い方について説明します。

ファイル(F)
ファイルを追加(A)について
「ファイルを追加(A)」の項目を選択すると、「ファイルを開く」の画面が開きますので、JukeDoX2に読み込ませたい文書ファイル、音声ファイルを選択し、「開く(O)」ボタンを押してください。選択したファイルがプレイリストに追加されます。

フォルダを追加(D)について
「フォルダを追加(D)」の項目を選択すると、「フォルダを参照」の画面が開きますので、JukeDoX2に読み込ませたいフォルダを選択し、「OK」のボタンを押してください。フォルダの内容がJukeDoX2に読み込まれ、プレイリストに追加されます。

新規テキスト作成(C)について
「新規テキスト作成(Ｃ)」の項目を選択すると、プレイリストに新規文書が追加されます。
追加された文書を編集し、再生、保存することができます。

貼り付け(V)について
「貼り付け(V)」の項目を選択すると、クリップボードにある情報をJukeDoX2に読み込みます。
<貼り付け文書○○>という形でプレイリストに追加されます。

プレイリストを開く(L)について
「プレイリストを開く(L)」の項目を選択すると、「開く」の画面が開きます。
JukeDoX2のプレイリストとして保存したデータを選択し、「開く(O)」ボタンを押してください。
選択したデータがプレイリストに反映されます。

プレイリストを保存(S)について
「プレイリストを保存(S)」の項目を選択すると、「名前を付けて保存」の画面が開きます。
プレイリストを保存したい場所を指定し、ファイル名を入力して「保存(S)」のボタンを押してください。
現在JukeDoX2のプレイリストに表示されている内容が保存されます。
※保存されるのはプレイリスト上のファイル名、並び順となり、ファイルそのものは保存されません。読み込まれているファイルの場所が変更された場合、プレイリストを読み込んでも正常に表示されない場合がありますので、ご注意下さい。
 
文書のプロパティ(P)について
「文書のプロパティ(P)」の項目を選択すると、プレイリストで選択されているファイルのプロパティが表示されます。
「ファイル名」「タイトル」「サブタイトル」「作成者」「キーワード」「分類」「状態」「言語」「コメント」「最終更新者」「リビジョン」「作成日」「更新日」の情報が表示されます。
※ファイルに登録されていない情報は、空欄として表示されます。

終了(Q)について
「終了(Q)」の項目を選択すると、JukeDoX2を終了します。

設定(S)
タイトルを読み上げる(T)について
「タイトルを読み上げる(T)」の項目を選択すると、文書ファイルを読み上げる際、そのファイルのタイトルを読み上げてから本文の内容を読み上げます。

青空文庫のルビを画面に表示しない(R)について
「青空文庫のルビを画面に表示しない(R)」の項目を選択すると、青空文庫でルビとして表示される部分を本文から省いてテキスト画面に表示します。
「（）」、「≪≫」がルビとして認識されます。

ルビを自動的に辞書に登録する(E)について
ルビを自動的に辞書に登録する(E)の項目を選択すると、Wordなどでルビとして登録されている内容を自動的にユーザー辞書に登録します。

ユーザー辞書(D)について
「ユーザー辞書(D)」の項目を選択すると、ユーザー辞書の画面が開きます。
詳細な設定方法、内容は「●ユーザー辞書について」にてご確認下さい。

操作(C)
再生(P)について
「再生(P)」の項目を選択すると、再生に関する「再生(P)」「停止(S)」「前のファイル(B)」「次のファイル(N)」「前の見出し(M)」「次の見出し(T)」の操作を行うことができます。

録音(S)について
「録音(S)」の項目を選択すると、録音に関する「ファイル録音（F）」「見出し録音(P)」「セル録音(C)」「区切り録音(S」の操作を行うことができます。

編集(E)について
「編集(E)」の項目を選択すると、プレイリスト上で選択されているファイルのテキスト編集画面に切り替わります。
 
リピート(R)について
「リピート（R）」の項目を選択すると、「リピートなし(N)」「1ファイルリピート(O)」「全ファイルリピート(A)」の設定を行うことができます。
初期状態では「リピートなし(N)」が設定されています。

シャッフル(F)について
「シャッフル（F）」の項目を選択すると、「シャッフルOFF(N)」「シャッフルON(S)」の設定を行うことができます。
初期状態では「シャッフルOFF(N)」が設定されています。

ヘルプ(H)
ヘルプ(H)について
「ヘルプ(H)」の項目を選択すると、本マニュアルを表示します。

Foxitを起動(F)について
「Foxitを起動(F)」の項目を選択すると、JukeDoX2に同梱しているPDFのリーダーソフトウェア「Foxit Reader」を起動します。
※Foxit Readerがインストールされていない場合、起動しません。

最新版の有無をチェック(Y)について
「最新版の有無をチェック(Y)」の項目を選択すると、JukeDoX2の最新版があるかどうかを確認します。
最新版がある場合、「最新バージョンがあります」というダイアログが表示されます。
弊社ホームページへリンクしていますので、最新バージョンをダウンロードして、アップ　デートしてください。
 
JukeDoXのホームページ(J)について
「JukeDoXのホームページ(J)」の項目を選択すると、弊社ホームページ内、JukeDoXのページを表示します。
JukeDoX2のバージョンアップ情報や、オンラインマニュアルの更新などを掲載していますので、ぜひご活用ください。

バージョン情報(A)について
「バージョン情報(A)」の項目を選択すると、お使いのJukeDoXのバージョン情報を表示します。
バージョン情報には、お使いのJukeDoX2のバージョン・著作権が表記されます。

ユーザ認証(U)について
「ユーザー認証(U)」の項目を選択すると、JukeDoX2のユーザー認証画面を表示します。
※既にユーザー認証がお済みの場合、ユーザー認証の項目を選択できません。



[bookmark: _Toc294852230]第5章　ショートカットキー一覧
1．はじめに
　ここでは、JukeDoX2をキーボードで操作するため方法を紹介します。
	操作
	ショートカットキー

	JukeDoX2の終了
	Alt + F4キー

	ヘルプ表示
	F1キー

	再生・一時停止
	Ctrl + Pキー

	停止
	Ctrl + Sキー

	録音
	Ctrl + Rキー

	次のファイル
	Ctrl + Fキー

	前のファイル
	Ctrl + Bキー

	次のチャプター
	Ctrl + Nキー

	前のチャプター
	Ctrl + Oキー

	リピート再生
	Ctrl + Tキー

	シャッフル再生
	Ctrl + Hキー

	再生速度UP
	Ctrl + Shift + Gキー

	再生速度DOWN
	Ctrl + Shift + Sキー





[bookmark: _Toc294852231]第6章　サポート・お問い合わせについて
[bookmark: _Toc294852232]JukeDoX2のサポート・お問い合わせ先
メールアドレス ： jd-support@skyfish.co.jp
電話番号 ： 050-3535-0937
お問い合わせフォーム : http://www.skyfish.co.jp/jukedox/support/inquiry.html
(電話サポート時間：10時～12時、14時～16時　　　※土日祝日、弊社休業日は除く)

[bookmark: _Toc294852233]第7章　著作権・商標について
※Microsoft®、Windows®、Windows7®、Windows®Vista™、Windows®XP、Windows®Live™、InternetExplorer®、WindowsMedia®、MicrosoftSpeechPlatform®並びにOffice®製品（Word®、Excel®、PowerPoint®）は、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
※JukeDoX2の音声読み上げ機能には、株式会社アニモの音声合成ライブラリFineSpeech、株式会社日立ケーイーシステムズの音声合成ライブラリを使用しています。
※FineSpeechは、富士通株式会社の登録商標です。
※Skyfish、JukeDoXは株式会社スカイフィッシュの商標および登録商標です。
※製品名および会社名は、各社の商標および登録商標です。




























本マニュアルならびに各種マニュアルの無断複製を禁止いたします。
本マニュアルならびに各種マニュアルに記載されている製品名は、各社の商標および登録商標です。

JukeDoX2　インストールマニュアル　
2011年5月　初版　発行　
発行　株式会社スカイフィッシュ
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